
いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

「準備の力」 

校長 櫻井 勉 

2019年ラグビーワールドカップ日本大会では、日

本代表チームのベスト８進出とともに大会全体が盛り

上がり、それがきっかけでラグビーに興味をもった人

や競技を始めた子供たちがたくさんいました。選手・

指導者として長年ラグビーに関わってきた私にとっ

てもまさに夢のような幸せな時間でした。 

 ただし、大会前から日本代表の活躍が期待される土

台となったのは、さらに４年前の2015年ワールドカ

ップ・イングランド大会の南アフリカ戦での勝利でし

た。当時「世界のスポーツ界において最も奇跡的な出

来事」といわれたこの試合、私も勝利は全く期待して

おらず、せめて善戦を、と願いながら観始めた午前３

時からのテレビ中継の終盤には、あふれる涙を止め

ることができませんでした。 

  

ここでみなさんに伝えたいのは「準備の力」です。 

南アフリカにとっては、負けるはずもない格下の相手

とのオープニングゲーム、一方日本代表はエディージ

ョーンズ監督が就任した４年前から「ビート･ザ･ボク

ス(南アフリカチームを撃破しよう)」を合言葉に、世

界一ハードな練習と徹底した相手チームの分析と対

策を重ねてきました。 

さらに事前の遠征では、選手たちは大会時と同じ

ホテルに宿泊し、スタジアムはもちろん、周辺環境な

どにも慣れておくことができました。エディー監督に

いたっては、選手が乗るバスをホテルからスタジアム

まで何度も往復させ、所要時間や渋滞状況まで細か

い情報収集を行った上で当日のタイムスケジュール

や経路を決めたそうです。 

 

試合当日、予定時刻通りにスタジアム入りした日本

代表は、ウォーミングアップなどの事前準備を予定通

り完璧に遂行し、自信をもって夢のピッチへと足を踏

み入れました。一方、バスが渋滞に巻き込まれた南ア

フリカチームは予定より大きく遅れてのスタジアム到

着となりました。もしかしたら、このときから南アフリ

カチームの歯車は少しずつずれ始めていたのかもし

れません。 

 

スポーツの試合に限ら

ず、演奏会や発表会、入

学試験や仕事上の大切な

場面などにおいて、会場

への到着遅れや忘れ物な

どによって動揺してしま

ったり、急な体調変化や

過度の緊張によって本来の力が出し切れなかったり

する例も少なくありません。 

目標に向かって競技力や技術力、学力などを高め

ていくための努力を積み重ねつつ、当日の交通、時間、

持ち物・服装、トラブルへの対応などに関する計画や

準備についても余裕をもって行っておくことがとて

も大切です。 

 

南アフリカ戦に勝利した後のある選手の一言が、日

本代表が積み重ねてきた「準備の力」を明確にあらわ

していました。 

『この勝利は奇跡ではなく必然なんです。』 

 

その後、当時の大会に向けた日本代表のスローガ

ンであった「ONE TEAM」というフレーズが日本中

で使われるようになりました。「一人一人の思いを同

じ方向に結集し、チームの目標達成のために自分が

やるべきことを妥協せず責任をもってやり通す」とい

う意味であり、もしも準備が不十分な選手が一人で

もいたとしたら、あの快挙は実現しなかったことでし

ょう。 

 

「やるべき準備はすべてやった。」という達成感は、

積み重ねてきた努力に「自信」という大きなエネルギ

ーを与え、背中を押してくれるものなのだと思います。 

冬季考査や入学試験、大会やコンクールなどに向

かっていく五中生のみなさんにも「準備の力」が自信

を与えてくれることを期待しています。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 6年 11月１日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第９号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

学校ホームページリンク 

http://www.mitaka-schools.jp/gochu-jhs/ 
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認証式（10/21） 
後期生徒会活動が始まっていま

す。一人一人が委員としての「自

覚」と「責任」をもち、その役割を

誠実に任っていくことで、学校生

活はより豊かで、快適なものにな

ります。充実した「自治活動」にし

ていきましょう。 

 

 

 
   

１１月の主な予定 

6（水）  冬季考査（社会・国語・音楽） 

7（木）  冬季考査（英語・理科・保健体育） 

8（金）  冬季考査（技術家庭（３年のみ）・数学） 

英検 IBA  学園研 

11（月）  生徒会朝礼 ３年復習確認テスト  

12（火）  普通救命講習（１年：A・B・E組） 

13（水）  普通救命講習（１年：C・D組） 安全指導 

14（木）  避難訓練 

1６（土）  数学検定（午後） 

17（日）  新川中原地区総合防災訓練（五中会場）  

１8（月） 全校朝礼 職場体験（２年） 

１9（火） 職場体験（２年） 

20（水）  職場体験（２年） 職員会議 

22（金）  校外学習（１年） 

24（日）  英語スピーキングテスト（３年） 

       市民駅伝大会 

２5（月）  ４時間授業（③④⑤⑥） 進路会議 

       自然教室保護者会（１・２年） 

２6（火） ３年は⑥カット 進路会議・学年会 

２7（水） 一斉委員会 

 
   

                

                

 

   

Delizioso ～みんなの想いを添えて～   

１０月１０日、武蔵野市民文化会館を会場にして「第３０回合唱コンクール」

が開催されました。日々の練習で積み重ねてきた「思い」を「歌」に乗せ、美

しいハーモニーで表現することができました。その「思い」をしっかりと受け

止める温かな雰囲気が会場中に満ち溢れ、素敵な時間を五中生全員で共

有することができました。閉会式での実行委員から発せられた「全力を出

し切った自分に、そして仲間に拍手を…」に対する万雷の拍手がこの行事

の素晴らしさを雄弁に語っていました。全員の「心が一杯」になりました！ 

 

交通安全教室（10/15） 

３年に一回開催される「スケアード・

ストレイト方式を用いた自転車交通

安全教室」を実施しました。スタント

マンチームによる交通事故の場面の

「再現」を間近で見ることで、その恐

ろしさを理解することができました。

また、三鷹警察署交通課長から、「市

内の交通事故のうち、自転車利用者

を当事者とする事故が全体の半数以

上を占めている」という話もありまし

た。自転車も「車両」であるという意

識をもち、交通ルールを理解した上

でそれを順守する義務と責任がある

ことを学ぶことができました。 

 
   
狂言鑑賞教室（10/18） 

東京都教育委員会が主催する「笑顔

と学びの体験活動プロジェクト」とし

て「和泉流宗家による狂言鑑賞教室

～聞いて、観て、やってみる」を開催

しました。和泉元彌様による丁寧で

わかりやすいお話、２曲の鑑賞、そし

て参加者全員を巻き込んだ素敵なワ

ークショップを通じて、６００年の伝

統をもつ狂言の面白さを体感し、伝

統芸能をより身近に感じることがで

きました。口伝による稽古は一体感

を伴った素晴らしい時間となり、宗家

の皆さんからは最上級のお褒めの言

葉をいただきました。 

 

２年生 防災授業（10/17） 

新川中原地区災害対策連合会が中心

となり多数の団体の協力を得て、防

災授業を行うことができました。「初

期消化訓練」 「三角巾の使い方」

「AED の使い方」「リヤカー体験」「車

椅子体験」の５つの体験活動が用意

され、生徒はローテーションをしなが

ら全てをおこなうことができました。

「自助」を前提とした上で「共助」の意

識を高めていくことが重要です。五

中生には、将来、地域の担い手として

活躍することが期待されています。こ

の貴重な体験での学びが、「いつか」

に繋がっていくことでしょう。 

 

10 月の五中生～ 心を豊かにする たくさんの行事を経験することができました！ 

五中生の活躍 （表彰者）※敬称略 

◆バドミントン部  

武蔵野三鷹地区バドミントン新人大会 

団体戦 準優勝 男子団体 

個人戦 男子ダブルス準優勝  

堀 孝基・富樫 勇太 

※ブロック大会への出場権獲得 

 

◆三鷹市明るい選挙啓発コンクール 

【 習字 】 

出展数 51点 応募者数 69人 

金賞 野坂 しずく（３年） 

金賞 小松 詩（２年） 

銀賞 今井 華音（２年） 

銀賞 田代 智紗（１年） 

【 標語 】 

出展数 61点 応募者数 232人 

金賞 納野 麻衣子（２年） 

銀賞 門脇 直裕（２年） 

銀賞 齋藤 要（２年） 

 

合唱コンクール結果 

金賞 

１年 A組 「永遠のキャンバス」 

２年Ｃ組 「君とみた海」 

３年Ｃ組 「群青」 

ベストハーモニー賞 

Ｅ組 「You Can Fly !」 


